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#
虫
座.
手
段
'
S
部
と
な
y
、
辑
几
ハ
や
原
料
。 

へ
V
;
.
.

と
；.
も.
に
ポ
人
0'
:私
有
财
產
と.
し

て

：
所

汝

せ

、
ゎ

れ

、

か

>
§
规

物
-- 

パ
. .:

-
的
所
有
忆
站
べ
'「

經
濟
外
的
强
^
|

|0
ょ
リ
在
產
に
极
辦
せ
'し
め._ 

へ.
.'
;
'
:
ら.
れ
る
勞
働
费
と
ー_
し
て_
、
已
^
1-
|
及
0 ..
努
働
カ
を
、
；.商
品
と
し
て 

...• 

- 
•
--

販
寶
し
ぅ
る
人
格
上
©,
f:
I
山
を
^
つ
て
い
な
が.
づ
た
。
な
る.
ほ
ど
、

.

.
+|»洗
1'
'
:-'
#
、'
殊
に
ロ
ー.
マ'帝
阐
の
求
期
に.
は
’
旣.
£
|
迅
：の
叙
味

:

に
お
い
て
，、
:̂
|!
|
な
人
|1
|]

-«
苻
布
し
:
て.
い
'た
0
0彼
等
は
人
格
的
に
：

■
'は
金
く
0
山
で
ぁ
リ
、
‘形
式
.上
ぁ
ら
ゅ
る
政
沿
讷
權
利
，を
：さ

え

事

.

：

_
■
':
:■
:
#し
，て
お
り
V
し
か
も
业
產
手
段
を
冬.
つ
て
い
な.
か
つ
'た
0
し
か
：へ
.

.

-

し
彼
等
は
い
ナ
れ
ゝ
も
、
' 掏

料
な
'
 
ル
；ン
.ベ
y
. 

-
,
7
-
-
u

レ
.；タ
.リ
.'ァ_と
'.し
ハ

,
で
、
へ
大
都
市
：で_
は
政
治
勋
併
の_

小
に
^

^
ま
ゎ
、
.赏
者
の
施

',
'

.

與
1C
ょ
っ
.：て
z!
-
:
'
s
を
#
つ
て
お
リ
、
.そ
-
4以
外
に
，_は
、
^
紙
な
賤
.

.

'
段
^
^

^

と
ぃ
し
て̂
ぼ
分
の
家
锻
忆
⑴
き
つ
れ
’
^
國
を
饮
浪
パ; ..
.
,

.
し
づ
ず
け
た
。(

辭
辟
^

,「

新
紅
濟
學
ん
&
こ
％
ri
:
、
l
l
l
m
JT
-)

：J
:

^
 

-
-
- 

- 

一.

..
彼
等
：は.
決
し
て.
勢
■
考
で
ば.
な

か

り

；
た

。

常

時

.
の

^
前
：が
：奴
隸
努
へ

.'

.
'
:俲
に
立
脚
じ
て
：
い
た

.限
y
、
，
彼̂
の
：勞
働
に
：對
.す
る
猶
要
は
存
'在
，
.-
-
,

,

し.
な
か_
つ
た..の
：で
あ
る
？.
.「

彼
等
は
、.
'ち
ょ
ー
ぅ
ど
-|
!
|
分
の
弱
さ
を.
' 

■'' :
,:

:

.

.想
つ
て
暎
§
悲
し
む
^
子
供
の
ょ
ぅ
に
'
1-
V
L:
み
惝
ん
で
1い
た
^

+
■

：

論
卜
沿
波
文
讯
販
、
.-1

1ー一0
K

)

.ま
た
巾
世
に
お
い
て
ば
、
' 農
奴

■'
■

,'
■.
.ゃ'須

の

如
.
く
.、
大
猢
は
捣
处
ゃ
家
省
な

ど
の
他
淹
乎
段
を
所
^

I
.■し

て
..抑リ
ハ
.-L
::か_も
農

敗

崞

お

：
げ

る

击

耍

汝

生

產

乎

段

た

る

:!
:
地
 

.
の
：
附M
f
i
'
し
.て
、
こ
'
4lc
l

さ̂
-办
、
そ
®
結
來
土
她
所
希
關
係
.
：v 

:\.

が
.姐
接
め
人
格
的
1

關
係
占
し
七
逾
：ゎ
忙
、
-,
'
:人
格
.上
.の
出
|1
1
¥,
''.
, 

:彼
鄭
は
兄
兮
オ
.ぃ
.な
：ぃ
。
''
'ま
'た
|'
1
'齋
殷
拟
ゃ
ぞ
本
-̂
'

..
方
に
.お>_:

て
一は；ソ
人
格
ゼ
.の

;|
'
|山
は
妃
ゃ
.で
.ぃ
_レ
が
.、
、生
^
序
段
；; -

..灰
幽
.近
代
做
仰
の
ル
成
と
益
0

を
所
有
し
て
，い
て
、
り
已
の
勞
俲
の
對
务
化
さ
朴
た
卯
品
を
版
贸 

し
ぅ
る
”か
ら
、#

養
功
を
藤
分
す
る
應
满.
が
：
.
な
'い
0_
4-

ル
K
の
職 

' 
ハ.
'
.
A
や
观
弟
に-

いV
A
る
も
、
パ
免
箭
盼
農
桃
が
俊
越
じ
て.
い
る
中
■
 

::--:'...
他_
2.
お_
い
ゼ.
は
-,
'
11
:-
業
の
致
本
'そ
め
も
'の
が
、
純
辟
の
货
幣
资
本
で 

.
' 
'

> ,
'.
い
限
リ
、.
傅
統
的.
な
乎
エ
逾
具.
そ
0*.
他
ぶ
^
て_
、
土
地
所
翁
的
' 

な
饨
質
を
#
び
'て_
ぉ
'リ
フ
バ
經
濟
辱
批.
判
、
m
論
、
娇
保
課
、
彰
'.. 

:::
.
,
考
截
院
版
、U.

七I )

一5.
.
:

そ
；の.
故
：に
紙
等
は_

方
.に
對 

..
;
■■
•の

^ .
格

的

篇_

你.
め>..
に
お
'か
れ
'
人
格.
上
の
#
畆
出
希
と
し..

-
•.
■?
:
现.
わ
れ
る
■'
°
‘ニ
m
Q
ぎ
味
に
^ ：
い
て
母
山
处
势
働
济
は
'、
齊
に 

::;

マ
こ
れ
；、|
:
奴

接

的

一

沙

產

者

：
が

、

：
_
一

 
切
の
也
跑
年
段
を
收
羝
さ
れ
、

一
 

，
......ぁ
ら
^
る
人
凇
的
從
關
關
係
か
ら_
_
取
さ
れ
だ
ど
'き
：に
、
川
纵
す

.
-
.
x
.

r-
s'
o
 

'
■
:
..
-
,.
■-
 
:'■-
.
.
■
'

:
7

だ
が
硏
究
に
入
る
.に
先
'*
身

.

.場
に
ど
と
^
つ
：'

R

お
き
^
い
點
：

:は
、
ツ
と
^
で
賃
銀
に
關
す
'名
''
:

「

初
期
の
现
論
的
^

®」

.と

.い
ぅ
.の
' 

は
、
.
.
.

「

雨
實
的
_

學

道

':し
S

M
銀
學
說
：£

:致
ず
る
も
：'(
0
. 

セ
.な
い
と
い
專
运
と
で
あ
る
9
'
:

'.
:「

親
實
的
欢
科
學」

：

は
，
.一
般
に
:-
' 

^
脅
の
本
質
を
間
明
^
る
任
錄
が
す
^
に
提
虹
^
れ
ド
實
現
さ
れ
：
 

ら
始
遠
^
.嫌

^
忆
'、

「

理
論
的
考
察」

)

は
、V 

:^
_
-M
-;
u
た
に
H

:
饮
如
■
れ
.從
前
及
時
代
^

•に
；行
^.
れ
て
V,
;
'

:

... 

■

-

';_貢

；.

X

H
五

)



英
⑷
近
代
肫
砰
の
ル
成
と
竹
汛/1
!

!

^

.
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:
ハ
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六〕
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-
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- 

: 

.

— 

、

る
Q
從
つ
て
我
々
に
と
つ
C
の
當
而
の
間
題
は
、
こ
の
赁
銀
に
關 

'
い
ぅ
辦
實
で
あ
つ
た
。
そ
.の
後
に
‘お
け
る
進
行
は
、
こ
の「

線
從j 

す
る「

初
期
の
现
論
的
劣
察」

が
、
ま
ず
如
何
に
し
て
行
％
れ
、

の
形
態
が
轉
化
さ
れ
る
と
；

こ
と
、
換
言
す
れ
ば
封
越
的
搾
取 

.
，
ま

た

そ

れ

が

如

何

に

r

現
實
的
な
科
料
-
として
の貨
銀战
説へ
が資
木制

#
取
一
に
痕
化
ざ：

れ
る
i
い
ぅ
；0
'
.
と
‘
存

し

:^
い
、̂

:
:そ

:.
:::

, ノ 

パ；

f

办
道
を
她
岑
か
夫
い
5:
.點
ね
存
す
る
':
0
乾
ぐ
こ
と
妨
留
歡
乇
^
おしてか乂る

-«
舉

の

、
進©
.に
.お
；
い̂
、
:'
;所

麗
.*-
1本

淑

：
的

蓄

積

」

'が.
、

.

し
ぐ 
ー
-/
<
べ
：ぎ
.棚
货
、.；
か

、
各
發
擻
が
■
く
ま
で
'思
^
の
.自
Q
運
勝
で
.あ

强

珩

せ：.

ぢ
れ
0
豪
の
：當
初
.に
：.お
.：げ
_る
,
本制银產ば封難的し

,
‘ 

岑
の
：.で
往
な
く
、
齡
會
的：
に
.制
約
せ
.
^
戈̂
諸
個
^
の
思
惟
活g

會
經
濟
權
成」

：.の
：屮

吹
- 1
經
濟
制
^ '
1-
乾
.し
：.て
_連
_成
發
股
.し
'
そ

'■
■

' 

f c
お
け
^
發
&
忙
‘ほ
1か
な
' &
^
い
^'
.い
ぅ
^
と
.
あ̂

る
:°
11
會
的
_
_、
れ
故
，こ
の.廣
本
制
坐
產
は
、
な
お
泰
の
嚴| ^
容
に
.％
い
て
太
.な

り

；：

に
.制
約
さ
れ
た
諸
個
i

股
惟
沾
励
：̂

そ
れ
ば
明
ら
私
狀
ブ
切
小
な
り
の

_射
遞
钠
諸
'餐

を

保

持

：し.ザ
.い
^
.と
社
い
：ぇ
、
：
：
>
も

に

ン

- 

:
:
.
.

; o
.科
學
史
め
：m
發
點f

あ
.る
：■ 
■ 
°

m

j  

f

マ
.
：
；

！r  

.チ
フ
>

_

f

t時
代」

^
初
め
‘て
.開
娇
.さ
れ
た
の
；で
：あ
' 

.

, 

;:|. 。)

我

々

，
は
；と
'名

味
.に

^

い
 V

 
来

づ

.
ィ

ギ

リ

 X
 
近

化

社

會

|ン
へ
：̂あ

省

し

：
て
.-お
ズ

必

要

，
が
あ
ー
る

6フ
：
.
.
.
>
，
:-
:

,

. I
■
.

，
の(

管

.ニ'

.■ブ

ネ

' 
■ィ
ギ
リ
ス
に
♦
い
て
.所
_ 
4
本
源
的
蒋
植J

が
、入
そ
の
.全
：
行

程
V,
.ち
■は
、
ヤく
：
 
士

_/>
:
世

：紀̂
現
わ
' ^
來
た
つ
^

ィ

ギ

リ

ス

に

.

•

.
:
Q
&
礎
を
^
し
て
ぃ
る
み
ー
こ
ろ
の

.
'

|- 農
^
^

ら
わ
土
地
收
_」

士
.パ
. 

'
.
は
、':.

「

喪
奴
制
^

既̂

に

久!.
き

以

前

に

霞

：止
.さ
.，れ
、
^
1{
f
:紀

の

'

,
し
'て
.广
典
型
的
往
形
態
_を
；と
つ
'て
行

：
わ

れ

、

ー

し

か

も

令

都

^
ニ
世
ノ
ぺ
ゝ
絕
^
光
る

浪̂
出
都
市
^
の
存
^
も
も
は
^
久 

_

紀
'の
.
'長キ」

.に
'わ
：た

つ

で

：
い
ン
る

.こ
士_は

、
..入
 

ハ
ミ.:'
'
'へ
:-
.
'
.
.
ぐ.
.

:■

へ

.
'

(

あ

る

.:
0
そ
れ
极
、
.
|̂
終
の
：如
ぐ
贊
銀
勞
働
象
士
.资
本
家
と
め
_騰
の
ド
：
:.
:
:
.
:
先
^
沭
ギ
リ
ネ
.の
.
_

「

_農

篇

」

：特
ぎ
勞
働
'她
代

：に
：
立
_
す
：る
.
.マ.
'

:■;
姻
係
を
造
り
出
す
と
こ
ろ
' の
淨||

と
じ
て
、'
.明
：ら

咖

：
に

直

齋

的

._
.-
r
. ノ
#

' —

者

に

對

す

る

：「

解

放」

とT

剝
奪
レ
.*
の
運
_
と
じ
.て
現
わ
抑
て
：
.；ベ
'撥

前

後

；
の
：
七

脚

：
世

紀

求

、

.'
-
或 

.

 ̂

Vる
.
。

.

じ

か

も

か

く
..の.如

く

賃

都

澇

働

齋

.馨

：に
資
本
家
没
速
ぜ
へ
.
上̂

消

滅

し̂
。
.
,
.
®

」

^
そ
じ
^
當
時
忙
お
け
芩
ィ
ギ
リ
.ス
の
.人

-. 

へ

し

め̂

發

.^
の
起
觀
と
.な
0.
-̂
も
の
.は
、
，赞
傲
.
の̂
.
'

「

練
從」

と
.

.

.

.口：の
'大
.多
數
は
.か
の
.
.チ■
ュ.—

ド
ル
絕
對
玉
制
の「

立
派
な
下
坐
ぇ
.

」

'

(

l

.

f

l

l

^

»

^

f

il
,

〉

f

l

^

)

^

^

, ^
y

^
'c
o

f

^

 ̂

-

W

O

JS-

身

〉

。ホ
ス 
>

ン
-(

M
.
'
M
. 

_

p

o

s

f

v

f

_

,

f

#

/J
:
f/
f

.'

.

. 

|

そ
の
.所

^ )

權
は
如
何
に
封
建
的
看
梅
に
±

0
で
隱
_

さ
れ
^ *
_
-

•. 

■

究
史
が
あ
.
る
.と
i

l-
f

和
知
の
.通
り
で
，あ
：今
i

 

い
た
；に
せ
.
よ——

如
\
:る
.曆

か

ら

成

つ

：
て

い

た

0'
大

領

主

の

土

地
.
, 

^ x

、

ず
ー
る
こ
.
i
は
-'
.そ
の
_と
:̂
-
/>

で
.は
ぶ
い
o
,■
'
. 

>:-
.-
*.
■

_ゝ

' 

に
.，お
い
て
は
.、
.
一
從
前
_

「

農
^

J
.
.
^

あ
つ
た
べ
I

リ
フ
.(b

a
i
l
i
f
f
)
.

が
'
.、
.

.

.一
方
中
4|
«

紀
、.
.
_
.
•王
の
直
領
.に
染
';
£
.た
所
謂
：「

自
曲
都
市」

H.
自
出
な_.
小
，作
農
業
者
，

J
.

に
よ
つ
-
.て.

B

逐
f

t t
.̂

M

と
'
_に
.な
.■つ

.へ

^
つ
'い
_て
親
る
^
、
'
そ
こ
に
發
展b
た
か
.の
；'■

「

商
人
ギ
.
.ル
ド」

は 
.

た
.？

農

業

上

办

貧

銀

勞

働

客

は

、
.

/-
'
一
 
：方
祀
は
大
欢
る
領
电
办
下
に
，：.

:蟹

都

:7
|
1
.
内
.の
細
治
«
關
と
し
て
_
.獨
占
權
を
墩
握
す
る.に
.革
り
て
.
' 

勞
_
し
て
-
_暇
時
間
を
利
'用
す
.る
と
' こ
^
の
ン
VI
自
#
農
段J

>
、
，
V'
'-
}

- >
^
が
、
'_ 

.

や
が
^

^
の
'都

;?
1
1專
斷
わ
-反
'抗
し
て
^
工
業
者
.だ
.け
の
■ 

他
方
.に
.は
獨
立
し
.た
依
置
に
_
.あ
.る
.と
と
：.ろ
の
、
.相
戴
的
に
も
絕
_:

,
、

「

/■
ラ
' 

7ド
'
.，へ
ギ
ル
.
KL:
.
:
&
.
る
も
め
_が
級
成
さ
れ
V 

的
に
名
減
少
き
：「

本
來
的
の：

賃
銀
勞
働
#

j

 

.の
赠
級
と
か
ら
成
.つ(

へ

ブ

眩

ー

ぽ

辟

ば

ポ

1

議

I)

が

で
'

S:.

た
6
，そ
し
.て
こ
の
賃
銀
勞
.働
#
も

事

に

お

：
い

て
、'-
' 

.

「

自
.營
.，
_
:
.
i
,

は
..や
失
わ
れ
'た
の
^
あ
る
。
し
か
も
ど
の」

ク
：：ラ
フ
'ト
.
ギ
ル
ド
.. 

農
觅j

を
.藤
ねk:

い
た
の
..であ
る
.。
一

：

彼
等
は
賃
銀
以
外
に
、
'小
屋
：
一っ 

'
:
も
、
^:
.れ
自
體
本
質
に
お
5
'
:
て
親
方
の
緘
占
機
II
尨
石
'限
_り
、
や

. 

と
©K

:1
力
1
X'
:
'は
そ
れ
以
上
の
農
耕
地
と
を
分
與
さ
れ
^
い
る
:-
-
.
'
*
.
ズ
+:
四
_
,瓦
世
：-1
3
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營
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献
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草
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；
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％
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さ
れ
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を
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營
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；
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營
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著
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；
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.；，
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；狀
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。
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葉
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h:ro
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le  T
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d
e

rf
o tllo

w
l
b
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do
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.

^

^

1
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ロ y

I

こ
れ
が
マー

ヵ
ン
デ
リ
ス
ト
の
兆
：pi
i
i做
念
：で 

あ
る
。
そ
れ
故
彼
等
に
從
え
ば
、
利
益
は
た
r
一
 
國

の

他

_

に
對 

す
る
關
係
に
お
い
ぶ
起
り
う
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
もj

闕
が
他 

阈
以
上
に
質
現
し
う
る
と
こ

ろ

の避
過
は
、「

貨
幣」

(

質
姑
差
額)

- 

に
の
み
現
わ
れ
る
。
だ
が
こ
の
超
過
も
•ま
た
後
の
ジH

丨
ム
•
ズ 

ス
チ
ュ 
ー
ノ
ー
ト
が
言
う
如
き
國
と
國
と
の
間
に
お
け
る「

相
對
的

利
肌」

"「

^
渡
に
も
と
ず
く
利
測」

C
p

3
flt  -ap

o
n  a

lie
n

a
tio

n
〕

芡
2:
;:.
»
1:代
社
命
：：の
生
成
と
竹
饭
地
^

で
あ
りT

參
加
衮
間
に
お
け
る
、常

の

衝

の

動

播

」

9 vibration

of  

t
hol
び
g
j
g
^
o
cl
)
o
h 

〜

v
e
act
n "between  

parties)  

f

![
>
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[
、
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7
.

f  Sir James'stuart, Principles 

O
H 

political'
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V 
も

ir
,

と
づ
れ
ば
、
我
カ
の
問
妞
卽
ち
贷
銀
に
は
少
し
飞
觸
れ
て
來
众
い

.ょ
ぅ
.に
^
え
る
.
:：
.と
.
.と
ろ
ゝ
か
彼
费
と.
'て
も
、
'ダ
ツ
：ィ
ナ
：ン
ト
_が
考

え
た
如
く
、.「

贸
易
差
額
に
お
い
て
利
得
荠
と
な'る
ょ
ラ
に
、
歡
'

々
は
我
々
-
M身
の
也
淹
物
を
輸
出
し
な
け
れ
ぼ.尨
ら
な
い」
。
そ

し
て
そ
の
差
額
の
，

「

大
き
さ
は
、
輸
出
せ
る
_
汾
か
自
然
§
節
約
-

性
に
此
例
し
、
勞
働
及
び
製
造
品
の
低
廉
な
る
ゆ
帑
に
比
例
す
：

.
6
0へ
同
上
、
H
U
n
c
Q
r

D
w
v
e
n
a
n
t
,
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n

w
s

s
a

y
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p
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O
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k
i
n
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e
o
E
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 gaines  
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s

^

a

lふ
Q

l
に
及
ば
翁
な
ら 

な
か
つ
た
。
我
々
は
こ
こ
に
、

「

發
逹
.し
た
マ
：1
カ
ン
チ
リ
ズ
.
A 

.

■  

■の
'、
：料
多r

ト
.ラ
フ
■ィi

ク」

_ 'エ
業
な
、.ら
.ぬ
_
國
の
一
'

 
獨
立

エ
隹」 

(C
基
礎
Ir
.お
く
-
;
\
J
fc
ろ
の
■.イ
キ
_リ
ス
• 

'
マ
'丨
.力
シ
チ
.リK

ム
の
.
 ̂

微
を
见
る
の
で
あ
る
が
ク
吏
た
こ
の
國
に
お
け
る
商
業
の
突
如
'た 

る
擴
大
と
一
の
新
^
き
1|
1
:
|市
埸
の
創
祖
と
が
、':舊
坐
產
樣
式
の 

,
滅
亡
と
资
木
制
生
産
様
式
，の
興
隆
と
の
上
に
一
'の
®
倒
的
な
氍
響
：
. 

'を
及
ぼ
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
そ

れ」

が

^

成

の

资

ネ
 

.

制
坐
產
様
式
の
进
礎
上
杧
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、を
双
出
す
の
で
あ
.
-

-

ゴ

• 

’四
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.
O
V
S
H
O
:
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:
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る
‘
<
資
本
論i^lll^

上
、ン
U 
く
C
マ ' 

々
\
r'
ノ
べ
、
よ
、
すy U

 

z V

前
揭
諍
、
ニ
九
ニ
玎
0

」

ヵ

て

，マ
ー
メ
ン
ブ
リ
ス
ー
は
更
に

次
の
如
き
結
論
に
達
す
る
。
卽
ち
、
跡5

：

张
產
物
が「

外
國
市
場」 

に
お
い
て
灼
逐
す
る
光
め
に
は
、
そ
の
谪
n
l似
格
が
低
廉
で
な
け 

れ
ば
な
ら
ず
、
と
れ
が
た
め
に
は
そ
.の
.「

费
用
愤
格」

を
仰
下
さ 

せ
る
べ
き
で
あ
り
，
そ
れ
は
勞
働
H
の
延
長
と
相
俊
ひ
て
貨
銀
の 

低
下
に
歸
着
す
べ
く
、
姑
局
勞
慟
者
の
坐
牝
費
を
安
傲
な
>
bし
め 

る
た
め
食
料
品
の
惯
，格
が
低
廉
に
維
持
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、

. 

と

。

か

く

結

論

し

て

®:
際

上

で

は

彼

等

が

、
ニ

般

に

食

料

品

に

料 

す
る
課
税
に
反
對
し
、殼
物Q

輸
出
を
«
出
し
て
輸
入
を
助
成
し
、
 

し
か
も
微
物
の
似
格
を
決
定
す
る
と
，い
ぅ
政
策
を
支
持
し
た
こ
と 

は
、
做
知
の
通
リ
で
あ
る
。
 

—

我
々
'は
す
の
勿
き
立
論
の
.代
表
^
と
し
て
_
.
.
.
B
び
チ

ハ
ー
ル
ノ
ス
. 

■ダ
ヴ
.ィ
ナ
ン
ト
に
'.耳
を
傾
け
よ
.ぅ
。
.卽
ち
.彼
：ば
、
■そ
の
著「
質
易
.：
 

宪
额
に
お
い
て
一
國
贝
を
レ
て
利
得
者
た
ら
し
-め
る
に
確
實
な
る 

,
.ぺ
_き
方
法
に
關
す
<5|

論J,

の
.中
で
、.
ビ
I
ル
に
對
す
る
附
加
的
‘ 

課
税
す
ら
も
毛
織
職
工
の
貨
幣
赁
銀
を
騰
货
さ
せ
る
こ
と
に
な
る 

の
は
常
然
で
あ
る
と
し
て
、

「

：そ
の
結
架
我
闕
の
羊
毛
製
品
が
沿 

化
し
切
れ
な
い
よ
ぅ
な
不
利
な
惯
條
で
外
國
市
場
に
现
わ
れ
ざ
る 

を
ぇ
な
ぃ
で
！

0」

。(

|

^

^

4巧

對

郎

3

. 

^
f*
w
し
た
'
0
,
.
ま
於
语
じ
ょ
ぅ
な
、5|
-張
'は
、.：.
イ̂
ギ
.リ
ス
質
^
政

P

B

/"
冏
四
0

■關
す
る
諸
法
則」

の
著
者
サ
ー
•
ゥ
ず
リ
ヤ
ム

イ

メ
ィ
に
つ
い
て
も
聞
か
れ
る
。
卽
ち
彼
は
一
言
う
、

「

貨
品
上
に
お 

け
る
我
々
の
外
國
競
爭
者
に
關
し
、
我
々
は
生
計
贤
を
彼
等
の
國 

'

々
-に
お
け
る
よ
り
も
、
こ
.の
地
に
，お
い
て
促
廉
な
ら
し
め
る
べ
く 

.■努
力
し
な
.け
れ
ば
な
ら
^'
い
。
I

か
く
す
'る
と
と
に
よ
、つ
て
、
 

我
.々
は
、勞
働
の
^
格
を
^ |
き
下
げ
、
.ョ
リ
.
^
^
な
憤
格
を
以
て
我 

々
の
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
.き
る
よ
う
レ
な
り
、
ひ
い
て
よ 

ま
た
あ
ら
ゆ
る
外
國
市
場
に
お
い
て
そ
‘の
販
齊
上Q,,

優
先
的
地
位

/を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
ヶ
つj 

r
IR
ir
f
i、；上
^
鸫
濟
ゆ
說
硏
ノ
 

.
，

，0  

パd

授
-ネ 

究」

改
訂
版
、
三
三
1:
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1
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)
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.

我
々
-は
こ
と
で
、
布
の
推
論
の
過
程
に
お
い
て
、
4 *
:BI
-
^
g
( c 

そ
の
主
耍
要
素
た
る
食
料
品
の
惯

格

が熒
働
の
M
格
を
決
定
す
い
る 

'
と
い
：う
命
_
が
前
提
さ
_れ
.て

い

る

ご
と
を
看

過

す

、
る
わ
け
に
ゆ
か」 

な
s

ot f
實
マ
ィ
ル
ド
メ
：ィ
は
と
の
命
題
を
明
ら
か
に
提
示
し
、て 

■  

'い
-る
。
卽
ち
彼
：は
言
う
、ン' 

.

-「
概

し

，
て•豐
_
と
饑
飯
_と
が
食
料
品
の
價
路
を
決
定
す
る
士
亂

様
に
、
ま
た
<a:
恕

M>
說

^:
^;
4

§
 

歡

ヤ

か

。

.し
か
し
て
熒
働S

衍
條
が
あ
ら
ゆ
る
坐
庵
物
や
商
品
の
惯
格
を
決

莩

る

、c 

i
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a
w
s

 
o
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P
o
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0叶
-
.
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t 

个
ノ 

tengiand relating- to Trade, 1765, p; 

9
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v
-
l
c 

f

沿
の
命
題
の
ぅ
ち
に
、
人
あ
る
い
杖
、
後
の「

平
行
說」

c
p
s
a
-

 

J
r
l
e
o
r
l
e
)

K1
に
は「

生
苻
费
說」

の
肋
芽
を
み
と
め
る
か
^
し
‘ 

れ
な
い
。
し
か
し
.我
々
は
そ
の
前
架
を
、
或
る
極
め
て
限
记
さ
れ 

た
#
:哚
に
お
い
て
の
み
確
認
し
ぅ
る
に
す
ぎ
な
い
。
け
だ
し
右
の. 

命
題
は
、
あ
く
企
で
、
貨
銀
の
|̂
部
的
規
制
の
間
跑
と
し
て
提
超 

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
乙
マ
ー
ヵ
ン
チ
'リ
ズ
ム
の
政
策
的
必 

驳
の
ぅ
ち
忆
见
川
さ
れ
た
素
朴
な「

一
聯
の
經
驗
別
合
則
性
の
表
、
 

式
化」

に
ほ
‘か
な
ら
ず
、*「

狹
_
な

锼

踐

的

な

も

の

」

，
に

す

ぎ

な 

か
つ
.た
か
ら
.で
あ
.
'る
o 

.
i:
祭
^
.に
.■マ
1
力
-
1
ン
'チ
!!
)

X
ム
政
策
の 

轉
微
と
な
っ
て
い
る
腿
は
、

「

対
越
的§

農
業
的
社
#
が
工
業
的 

社
會
に
縛
化
せ
，ら
れ
、
そ
れ
に
照
應
し
て
ま
た
世
抓
市
場
に
お
^
,
.

こ
諸
園
风
問
の
產
業
戰
が
WJ
始
せ
ら
れ
た
時
に
あ
た
り
、
所 

然
的
な
代
方
长
ょ
っ
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
强
制
的
な
手
段
に
ょ 

っ
て
、
資
本
の
發
達
を
速
か
な
ら
し
め
ん
と
努
め
た」

s

f

T̂̂
、
 

n
i
p
o
'

)

こ
と
に
#
し
て
い
た
。
從
つ
て
、
常
時
に
あ
つ
て
■は
、
 

既
述
の
.如
く
、
货
銀
が
、
食
料
品
特
に
榖
物
の
似
格
と
と
も
に
、

, 

ゲ
法
俅
に
ょ
の
て
外
部
的
に
规
制
さ
れ
て
\̂
た
の
で
あ
り
、
し
か
も 

實
際
に
お
い
て
こ
れ
ら
§
法
雅
に
ょ
る
規
制
は
次
の
如
く
作
;0
せ

, 

し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
卽
ち
、
國
內
坐
產
物
の
孤
出
が「

贸
晶 

-弟
额」

を
も
た
ら
し
、
そ
朴
が
ィ
ギ
リ
ス
を
し
て
特
別
妃
程
度
に
お

英
㈣
：处
代
此
钤
の
ル
成
と
货
汛
項
論
，

%

て
新
大
随
の
金
及
び
銀
鑛
山
の
组
產
物
，に
參
加
せ
し
め

V
'

い
た
.
'

時
に
あ
た
り
、
そ
'の
結
果
金
.の
流
入
が
惹
き
起
し
た
物
惯
騰
貴
は
、

赏
際
上
榖
物
の
法
宛
溉
将
を
絕
え
ず
⑴
き
上
げ
ざ
る
を
.
え

な

く
 

.
ニ

，

、

て 

>
 

.r
ゥ 

s

 

?
、
/
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p
s
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h
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c
o
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o
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 History  
ノ 

し
て
レ
た
の
て
あ
る
ヵ
广

o
f 

w
^
f 
^
、R

,
 M231,  p.  

450.  

J

法
宛
貨
銀
は
こ
の
穀
物
、の
似
俗
と
同
じ
程
度
に
引
き
上
げ
ら
れ
な

か
つ
た
。
か
く
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
，®
物
の
愤
格
と
勞
働
の
價
格

と
の
開
き
は
、「

絕
對
的
勞
働
赁
_」

(

郞
ち
^
働
背
の
受
け
取
る
、

坐
沽
资
料
の
額)

を
.押
し
下
げ
、
以
て
^
働
^
が
ヨ
リ
坐
産
的
ど

な
る
、こ
と
な
く
し
て
利
、潤
の
率
を
上
騰
さ
ぜ
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
常
時
に
お
け
る
金
の
流
入
は
、
N
Cの
本
質
に
お
い
て
こ
れ
に

f

て
ぃ
た
'
の
’
で
ぁ
る
o 

(

2

_

2

料1|
鄕
。一

)

こ
の
場
介
マ

1

亦
，ン
チ
リ
ズ
ノ
_ゝ
の
決
定
要
素4

な
つ
て
い
る
の
は
、
；止
に
剩
餘

憤
値
れ
姐
產
と
い
，ぅ
こ
と
で
あ
る
，が
、
と
の
剩
餘
惯
値

^

#

を
、

t
v
l

力
ン
_
チ
.

リ
，ス.
卜
が
淀
鉱̂

^

の
，
如

概

念

的

^

立
^

ヵ
.
ら

；

て

お
り
、
剩
餘
愤
値
な
る
.も
の
は
質̂

ト
；(0
,敝
磡

羞

額

た

る

_

餘

货

■幣
の
上
に
表
规
さ
れ
る
'と
.い
ぅ
風
.に
«
し

>r
.v-
る
..限

り

八

^

制

l2 i
r ;
l

>

y
f
K肩)

观
象
の
本g

はg

ど
注
意
の
熱
點
に
は
お
か
れ
な

か
つ
た
。
そ
ぅ;1
.

ご
た
：^
、
*

ト
：述
の
如
き
穀
物
の
價
格
と
勞
働
の

價
格
と
の
開
き
に
ょ
る

「

絕
對
的
勞
派
貨
銀」

の
押
し
下
げ
に
も

究
極
に
お
い
て
一
定
の
限
#
が
存
在
す
る
限
り
に
お
い
て
、
物
價

, 

S
 

(

四
五〕

、
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.英
N
近
代
社
^
め
也
成-v

^ '
錤
抑
：
.
約.
.

.t
e
货
の
趨
勢
下
に
枕
結
局
贫
料
品
の
愤
格
騰«
が
常
に
：榮
働
の
谔.：. 

#
に
へ
：
從

つ

て
.商
说
の
ー
费
用
似
格.

」

，；に
影
響
せ
ざ
私
.を
知
反
い
一 

と
い
0
點
に
お
い
て
、
将
に「

廣
州
侦
格」

の
外
國
の
j
-
j
^
M V
g
--
'
: 

に
対
す
る
比
較
の
从
她
か
ら
、
，先
の
命
題
は
提
起
さ
れ
た
の
で
^

-: 

,
'
.
洛
。

：

，龙
が
か
く
の
如
き.立
場
ぢ
、' i
兄
商
氣
資
本
の
安
配
と.

现
實
に
ょ
つ
.て
惹

起

：さ

れ
.た
.
.

Q'
で
あ「

り
、
.し
.
^

は
、

.

す
で
に
マ
！

I

ユ'
ゾ
：

「

ァ̂

贫
ナ
.
4ブ
_時
代
の
；_
請
敗
矛
猶
の
；
^
^

.M
tc

立
つ
T

v,
^

め
；で.

名
。
，： .

さ
作
_

<1
_
の
：矛
猶
の)

一

鳩

の

；
藤

膨

.：， 

.

.は
' 

'さ
S

.

の.
.
_
-マ
.
1
'力
.
：■ン
；•¥
-
'
リ
X
'
,
.ム̂
.

物
政
策
.の
：
上.に̂

必

，
然

的
.
に
：

.

.

.現
わ
れ
ざ
る
を
ぇ
ず
、：
-
方
^
袖
從
淞Q

傅
統
.に
.從
ヴ
：

p:

穀
物
.の
.
.

.

輸
川
禁
止
及
び
.侦
格
制
限
.士
.̂
-

5
目

的

を

：
以

冗

實

扒

れ

な

：
が

.ら

、

.  
'他
^
で
.は
政

策

の

^

本

に

對

，，し

"て
絕
え
^
こ

れ

を

歡

和

す

.
，
る

力

.呼

..

.に
修
1£
さ

れ

ね

ば

な

あ

な

：
か

-:
0
た

.:
0
-が
ぐ

,^
經
漱
的
發
膨
ば
、;'
'
.こ
:-
:
'
.
.
: 

.の

.毁
物
似
f
 p

密
接
な
關
:«
に
お
.
て̂
诹
^

叔̂
.れ
：る
赁
鈒
：现

:; 

論
.に
つ
い
て
も
フ
ま
た
幾
お
现
論
的
傾
旳
を
坐
ま
ず
に
は
^
な
'.:
.
'

い 
a 

ぶ
ぐ
.：

::
 
ノ :

「

'

,

:

:'
.■
■
■''
.
:
.
'ッ'
:
.
.
:ン

：
：
：

'■
■:我
.々

は
.
そ
と
で
®

 

.
1の
；观
論
的
傾
昀
フ_

ち
：、>.
;穀
物
泛
高
愤
な
た
：
 

の
を
有
利
と
考
ぇ
、.そ

れ
,̂

ょ
り
郝
.
つ
、.て
賛
艱
が
低
下
す
る.と
_

 ■ 

娘
す
る
も
の
に
服
を
蜱
じ
よ
ぅ
？と
^

«

論
的
傾
昀
は
持
；に
十
ヤ.
:■
■■ 

■I
l
l
:紀
以
後
に
お
い
て
览&
.

れ
た
。
ィ
ャ
七-|
|
1
:
.紀
と
言
ぇ
；ば
ィ 
'ギ
リ
'

■

(

M
';i
c
;:
i
;o
^
fi
_

i
':
M

ン
；.
■;
]
)
;
^
^
';
0
さ
渉
..エ：:-
!
;
.
% 

)

ス
ぃ
女
ま
の
'

「

^

0に
從
ま
っ
た
と

と

ろ

,
へ
の
、
：

：

、

；F

議
#
派
^
と
；

.P.

王
！
！̂

i. :̂
;

の
；激
烈
が
國
帶
は
、

.

へ一.六
叹

■

い
丸
难
.の
：彦
々
-:
1;
;

ル
：ス
治 

茁
朝
祓
興
を
.,
一

へ：：

經
T
、
’：.遂
^
;&
:
ハ
八
：
八
：
年
..の'所
謂

，

「

名
.譽
嘷

命

，
|を
以

て

漸

く

「

議

.

>
:#
派」

の
_
利
.に
：絞

づ

族

。
へ
と
；
の

間

に

：ぁ

っ

：て

揉

濟

的

過

程

：
に

.は
、

' 

,
«
_
め

询

麗

本

に.對K:

る

產

業

資

本.の
«
頭

、■.商
業

資

本

の

—

、

マ
.
'
_资

本

化

減

が

：土

地

：霖

め

»
ぇ

含

る.

K...

ル
へ
ジ.“
ア

化
.が
.ぁ
り

、.

從

.タ

て

議

會

の

勢

カ

ゆ

ハ

^
ル
.ジ
.ー<
ア
$
 

ョ
ア
.化
■

し
.
S地
生」(

の
：
權

カ

本

表

耀

し

:0
い
た
。
-:
:
-さ
扣
ば
先
0-
'穀
物
政
策
：
'

一
本
漸
次

-̂
ぎ

ル

為̂
ア
-化
し
東
地
圭
^
小
作
農
業
者
り
た
め
の
政(

■'
,
«へ」

の
，轉

換

''
1
亦
し
へ
，法
粜
惯
格
を
_
度
七
し
^
輸出を緵
和す：

,

る

政

策

亦

ら

、
ぺ
へ
ー
六
；七

0
;年
め
.憤
格

制

限

の;1
駿

、_
?|1
1
に

ゆ」

六

深

-H
年
か
^
七
六
年
に
蚕
.

「

る
，4
榖
%•
輸
出
凝
勵
金
制
度

」

の
膝
用
ン

:::
を
經
て

.

.遂

.^「

：
六

八

九.部

、

「

榖
.
條
4
^
:に
'お
.い
.て
、\か
の
.
ォ

レ'

ン

需

ゥ
ィ
.リ
.次
ム 
一
一.一■
 
ー_

「

跗

肪

政.策」

、
に

ょ

り

「

殻

物

輸

川

廣

勵

金

製

j

が

湖

：
め

；
て
，
確

立

：
さ

れ

た

：
の

、

_.

-t
.
w
c
b
t
e 

der 
wmschaftlicherL. Entwicklv

ぎ

'
'
一
ぅ

 

r 

•
^
■̂'
1 

lung: Englands,.. .1927-2% !!♦ 

s，
K)
'
7
I
.
:
m

、

)

m
に
力
.人
.
る

過

程

に

y

お
,
^
ヅ

ギ
1
ス
で

：
は

、A
銀

問

題

.
が

t

國
家
は
法
#
的
處
置
特

ノ
に
榖
物
輸£

：

獎
勵
金
伽
度
に
ょ
つ
：て
迤
活
資
料
の
'惯
格
を
高
く
維
.

'年 る 持
v  ° 令 

is.u ベ
iifl S > 含

1 P

5 が

& m
巳と

： , f結 

S び 
.冷つ 

! 七 い

: I.:.?
广ト論

: I I
化の:

グあ

s.
は

I：
d
R
W 彳

I! 
 ̂1

&!
ロ.;

00

t「

？
cxr
_

®

.

M

) 
^
れ
に
：對
1>
:
.

「

輸
出
樊
勵
金
制
度
1:
に
ょ
.つ； 

.て
_穀
物
の
._1
债
格
を
高
く
*
持
す
る
こ
i
-̂-
以
て
有
利
：と
考
え
、.
そ
.
 

ノ
れ
に
ょ
り
却
.つ
.て
賃
銀
が
低
；下
._せし
.め
ら
れ
る
>
由
.
,
し
.

■
の
V
 

'が
、.'K
5
ま
：で

.4
な
く
1

ー
の
现
論
的
傾
向
&
有
す
を
論
暮
で
ぁ
'.
 

h
v
.
:
，我
々
は
.そ
..の
.：|1
表
密
を
.ジ
\ョ
y
.ホ
i
ト
ン
に
_见
る
。
ン

■■
■ホ
ー
ト
Z
は」

.六
八
'三
ギ
出
版
.の
.，{
-
.
農
業
及
1び
商
業
改
善
の
た 

6 
一
 Q

 
俞
赵1 f 
^
 ohn H

o
u
g
h
t
o
^
A

 Collection

a'
*

こ U
m
p
r
o
v
e
m
e
n
t

 of  H
u
s
b
a
n
d
r
y

 

a
n
d' .Trade  

v
e
t:o
r

中
に
お
い
て
、
當
時
の
B l
續
く
的
作
の
^
ふ

、
，f

惯
格 

が
.騰
貴
し
た
こ
と
を
論
乜
：て
、_と
.れ
決
し
セ
悲
し
む
：̂
足

れ
.な
：：
 

.い
。
'む
し
ろ
| 1
濟
上
.の
利
益
.と
.見
做
す
、べ.き
で
.ぁ
.る
.ど
稱
し
：、
M .
.'
 

に
語
を
繼 5

■で
；次
の
.ょ
：ブ
に
述
':べ
た
°
:;
:

- '
'
-■
:
. 

.

.

. 

'

そ
名
^

*
榖
物
め
M
格
龙
戗
廉
な
.:4
:
:き

に

；
は'-
,:
ョ
，
デ

馑

か

ぁ

绎
. 

働
に
ょ
つ
て
糊
ロ
の
資
を
姆
る
匕
と
が̂
弯
る
：が
^
、：

貧
絜
は
お
■'
■
■ 

め

ず

か

ら

ョ

リ

僅

か

：
し

如

働

か

苽

> :
.で

取

ろヴ
。

こ
^
は

办

理

學.

の
.經
驗
か
ら
明
&
.か
な
：と
_こ
.
.ろ
.で
：ぁ
る
。
、刺
繡H
_や
_
F :
製

造
. 

'エ
か
_そ
.め
；實
例
を
.
1ポ
3

^
い
.る
。
：.
.
'
彼
等
は
、.賃
銀
M
.高
.ぐ
^
る
.や」 

, s
や
、
：.月
晴
.

噴̂
に
は
：滅
多
に
勞
働
す.る
：.こ
.：.ど
お
く
、.：そ
：れ
，

:

■:
■
英
闕
近
代
社
參
の
生
成
と
货
銀.
称
歸
：:

:
J  

:

.' :

.荔

.

.

V;:;'  
_ :

こ
ろ
加
水
噃
木
昭

.に
K
勞
働
を
故
ど
し
^:
ぃ
。
彼
等
は
む
し
ろ 

こ
れ
ら
の
；日
，>
を
.酒
場
に
流
速
し
て
下
劣'な
'放
蕩
の
.う
ち
'に
浪
费 

.

.し
：て
い
る
0

. «
々
.な
る
'手
.
.エ_

に

猶

歡
.て
_
.
5
1
勞
働
者
.の
大
多
.

.

數
..に
ら
>
て
も
、
。賃
銀
.が
高
く
 

P
.
.
I
資
料
の
：價
務
が
安
い
場
合

■  

に
仕
同
様
セ
ネ
る
。.こ
.れ
に
；反
.し
七
.物
價
が
攄
貴
し
た
場
合
程、
.

.彼
等
亦
埶
1心
に
勞
働
す
る
こ
：i
は
な
い
.で
.あ
ろ
^
し
、
ま
た
物
贤 

:騰
貴
程
^
益
..な
勞
働
饰
約
的
器
具
0
發
明
を
促
が
し
、
勞
働
者
を 

,.
.
:

「

i
順
^
召
使」

.た

.ら

.し
め
る
も
の
：は
な
^
で

あ

ろ

う

.々

 
'
.
し

か

も
 

物
偾
臘
貴
の
赛
合
は
勞
働
荠
間
.に
競
爭
：が
行
わ
れ
.て
斑
に
賃
銀
を
. 

:
_傲
下
せ
じ
' め
る
。
：多
し 
'こ
.れ
を
放
任
し
て
お
'<
な
ら
ば
、
.同
じ

 ̂

逾
を
循
環
す
る
の
：

4

で
.あ
.つ
セ
：、
俄
物
價
は
懶
憎
1
惹
き
起
じ
.、ブ_. 

:
.
,
懒
惰
は
缺
泛
衣
物
儕
騰
貴
を
_喚
び
起
し
、>
物

傲

騰

貴

^

^

勉

を

促 

:

が
し一て

神

故

生

_
^
^
餘

裕

を

#

じ
.め
る

で
あ
：ろ
.う
。も
し
政
府
が
、
 

'こ
れ
に
對
し
賢
聊
&
.處
避
^
施
し
.て
坐
活
資
料
の
.高
愤
格
を
常
に 

修

持

じ

ズ

；お

：
ぐ

ヒ

：
と

.が
：で
名
名
踩
ら
ば
、：：勤
勉
を
.絕
ぇ
ず
强
制
し
、
 

_
_て_法
產
物
の
_餘
剩
.を
|
に̂
^
た

ら

：
し

ハ

以
.て「

外
國
市
場
獄
食」

(7
3 

:
.機
會
.を
灘
す
る
と
と
に
太
ろ
う
:;
°
故
に
輸
出
獎
勸
き
制
度
を
得
. 

ー
び
採
：;|
]
:し
.て
：穀
_
.價
格
5:
'
.高
ズ

維

持

：じ
；
て

.お
ぐ
：こ
と
は
、.
.國
王
.の
. 

實
に
行
わ
ね
铽
な
&
な
：い
;̂
と
.る
で
あ
冬
。(

巧
^
^
:
^
|
く
^
^
^
.

湯

(

叫
七〕



1，!1
八

C
PM
八〕

さ-

そ
こ

に

は

H

般
的

W

-

い
-る

。

そ

れ

は

:'、ホ
：1
ト
V
が
^
,
.
の
.勿
.v
w
_.5 

パ
训
*界
觀J.
と
'し
.'て.
.マ：.
1
.
ヵ
シ
.：.
リ̂
._ス.：；ム
が
*
い 

喪
す
る
と
こ
ろ
.

F
外
國
市
場
爲
食
し
の
た
め
の
立
論
に
パ
ほ
か
な
ら 

な
如
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
既
に
流
M
の
唯
一
め
形
態
と
し
て
© 

宛
し
た
，
:Q—

^
.
:
p
i
.
^

—

，G
、
か
.ら
出
^
せ
；̂

「

發
達
し
.た
.マへ 

へM
力
ン
.チ
リ
，_ズ
：ス
J

k、'潸
時
锻
高
且
嚴
終
め
.發
展

段

階

.に
ゑ
し
へ 

:y

つ
'つ
あ
り
、
從
り
て
ホ
ー
ト
シ
の
場
合
は
、
-.
®;
お
顧
象
の
德
：
 

〉

に
と
ら
..ゎ桌
て
_如
.る
.と
.は
.い
£')

'
先
の
第
.ー|'^
现
論
的
倾
询
^
り(

：

.
■
點
に
：.お
が
れ
ょ
ぅ
と
し
て
い
：る

C:

へ
た
r

t時
は
^

; ^
，■
謂
.「

^
.
' 

.

.

.
來
的
：の

マ
r
ュ
へ
フ.
.
★ク
チ
：

H
:

ァ
'時
：

あ
本
、

j
資
本
生
義
的
1
 

- .
-
.フ
/
泌
^

ュ.ア
，.は
.社
#
.■
坐
產
：

Q.:

全
範
圍
吃-f
た
0

: x
浸
入
：
 

'す
る
こ
1と
もp

 

W
ず
'、
都
市
手
工
業
並
び̂

村̂
家
內
エ
業
が
ぞ
.
.

W
讀

な

f
翁

蒙

t

?

: f
::、
：
 

_

(

_

|
靡

麗

f

r

l

そ
こ
セ
は
產
業
' ^
_

と
.商
業
資
本
| ^

が
權
め
て
.多
種
#

様
な
.
：
.

.

形
態
Q
:' K
r.
M

み
合
⑷
さ
へ
れ
、
、
資
本
べ
の
勢
働
說
の
.

&
存
も
^
.
め
'、
 

」

て
種
々
轉
々
な
様
式
と
濃
淡
^
.に
お
^

て
現
ゎ
れ
て
.
い
た
。(

. 

f
”
.

シ
，ャ
に
お
け
る
资
本
主
義
の
：發
達」

ぐ
こ̂

C
:
'
. 

て̂

，W
T -
、
_ 

■大

山

沿

难

譯

、
掏

北

讲

院

刊

、
__.ー

 

芄

五K

。)

.：
從

わ

：
て
：
そ

の

■
占

涛

兹

面

，
に

あ

つ

：
て
は

、

努
働
紫
が
未
乾
齋
本
の
卞
に
船
歡
的
に
從
屬
し
て
ト
. 

る
よ
卜

は
、
む
し
.ろ
形
式
的
に
.從
屬
'し
セ
ぃ
.だ
^ .
.
.す
.
ぎ
.な

か
.
つ
，

F

 

卜
孝
?)

そ
じ
て
マ

.
フ
r 
ノ
ノチ
，：
ァ
の
茶 

ン
礎
と
な
つ
て
い
た
の
は
依
然
と
し
て
乎
エ
上
の
熟
練
で
あ
り
、

マ 

,
i一
 

ュ
フ
ァ
ク
チ
-t
,ア
の
屮
に
作
用
す
る
と
と
ろ
の
總
機
鞲
は
、
0 

働
^
自
身
か
ら
獨
立
し
た
何
ら
の
對
象
的
赀
骼
を
も
布
し
て
い
な 

.か
つ
た
ふ
こ
0
;
.
か

;^
'
.
.
資
本
は
；絕
'え
ず
勞
働
者
：_の
我
儘
.と
；戰
わ
ね 

ば
激
: ^

^
か
つ
た
.
0
©制
%)

.殊
；に
新
興
マ
一一

.

ュ
.フ
，
ク
チ
- -

T - 

に
' ^

'
傲

^

^

--
.
1
.で

- /
&

■

わ
れ 

_ 

つ
.
o
r
 

ぁ
つ
^
#
'社
：
、
；. 
'.か 

'I.
の一.「

^

建
的
家 

距
圈
.の
.分
解
や
發
作
御
な
暴
カ
的
'の
..十
；
：
地

收

奪

：
や

に

;.
]
-
つ

て

騮

逐
 

さ
托
た
人
^」

：
％
#
つ
.：5
.彼
等
：は
.，「

舊
來
の
#
惯
と
な
つ
て
い 

.た
康
雜
觚
道
が
ら
.突
然

投

げ

出

：さ

れ

た

：

」. ：

ば
.か
，P
で
：
あ

ね

、
.
資

本 

.
.?
1
-
.
龜
加
.な
督
摄
^
'#
と
_い
_ぅ
新
狀
態
.，の
訓

練.に
突
如
と
し
て
順
應
；

. 

士
各
こ
^
が
ネ
き
為
か
つ
東
。

4
彼
等
呀
ー
；部
的
^
は
性
癖
の
上 

.

か
ら
、
<lc
か
し
太
抵
は
.

：

四
._
の
W
M-
に
餘
儀
袅
く
'さ
取
て」
；j

括 

'紙
把
浮
浪
.人
キ

：被

救

恤

的

窮

臾

迄

_
化
さ
.れ
て
い
.た
.の
_で
あ
る
。
 

_

_

^
か̂
：
,:
<
て
资
亦
故
、(

こ
扑
ら
の
傾
惰
に
じ
て
溜
場
に
流
述
. 

.し
ザ
ヰ
で
：あ
つ
_发
入
々
へ
を
V 
.
'
自

改

め

衡

値

增

殖

慾

に

德

常

し

た

軌 

邏.
の
內
部
に
拘
來
.％
..しめ
'、
«
銀
^
働
制
度
に
必
要
な
訓
練
を
施 

^
灰
め
に
，
種
.々
^

る

强

カ

的

措

置

;̂
:必
要
4
し
たQ

で

あ

る 

へ
が
、
，
ホ.1ト
シ
は
實
に
.处
わ

る

見

：地

か

％

、

'國
家
が「

.榖
物
輸
出 

獎
勵
金
.制
度
■

」

，
を
採
爪
し
て
錢
物
做
格
を
商
く
驚
す
る
と
と
に
.

，よ
：つ
て
、
貨
銀
を
诳
廉
に
保
持
し
て
お
く
な
ら
ば
、
勤
勉
を
絕
え
. 

ず
刺
制
し
て
座
淹
他
の
餘
剩
を
も
た
ら
.し
、
以
て
外
國
市
場
還
食 

.

.

.
■
の
機
倉
を
獲
得
ず
^
と
.
.と
；
に

な

ろ

う

、

'-
と
主
張
し
た
；■の
、
で.あ
る
o
、
.
. 

第i
:

の
.现
論
的
傾
询
.と
推
論
办
過
程
は
茈
に
逆
.で
あ
.っ
：_て
：
、

剩
餘
ハ 

M
値

也

靡.そ
の

も.
.の
の
：
內

部

g

尨

論

：现.が
讓

實

上

そ

：
の

祁

發

點

：と

.. 

な
づ
.て
い
る
。
し
が
し
1
^_ま
'た
|霸

.
の

價

格

と

努

働

の

價

格

.-
>

, 

の
.開
き
に
よ
.る
絕
對
的
勢
働
賃
銀
.の
押
し
下
げ
と

-v
v
.う、
當
^-
夺 

.在
し
' て
い
.た
集
態
を
.根
據
づ
け
よ
'う
と
試
み
.て
^
る
だ
.け
，で
あ
つ 

'て
、
へ
未
だ
贊
麗
象
の
も
.の
に
關
す
る
ョ
_
'リ
深

い

奶

き

.わ

め

激

い

て
い
な
い
0

-

'-;
-
-
> 

- 

/
'.
.

:

: 

.
'.
:

'
:.

'■
■■
■

'
.
_
尙
ホ
.

—

ト
ン
と
同
歡
め
.览
地
^
立
ち
、
づ
.ど
に
.1|
.脱
論
：蛋

心

.
ィ
彳
'が

あ

る
,0
彼
.は
：そ
の
有
名
な.著
®
.

「

政

治

弊

術

」

に
お
：
い

て'
 

次
の
如
；

g
l
f
^
o
,' 

,

V.

.

.

.

「

■
K
:-
.
.:

(

c
l
&
i
e
r
s
v

/ c
.め
■他
多
識
の
：貧
民
を■
う
人
：
^^

>5
::
|

_

>-
2
-:|
、
i

l :
¥

:i
:

s

t :
g
I :
海

"

.
勢
働
^

此
較
的
：
^

高
く
、'
彼
等
を
得
冬
こ
と
は
容
易
で»-
な
.
5
0'
-
.
_
ぃ

ぃ■

: I
.
> l
m

.
s、
.
や

處

忠
 
5

_
容

0>
.如
.霧

力

.：

ネ
の
，徒
.は
、
' 

.
そ
/;
な

に

：

で'あ
る)

と
。；
 

'と
の
理
由
：に
よ
り、(

?
r
_

に
.は
國
^
.全
0 :
.に
來
分
な
食
料
を
供
す
'る
'に
.®:
^
ぐ
..ら
，
^

.

1 、.

-

-

.
 

■ ■ . 

, 

■

'■ 

•

.
兴
阈
近
代
此
帑
の
也
成
と
贷
銳
现
論，

..

、

推
商
に
榖
物
の
植
付
を
す
れ
ば
ハ
へ
そ
れ
は
恐
&
ぐ
灶
豫
期
乃

^

は
：

,

必
.要
の一 

一#

に
^

上
^

ぐ
ら
い
の
坐
糜.
を
'
す
：る
と
と
が
あ
る
.だ
ろ 

.ノ'
ぅ

。
，
：
が

V

、る'
時
に
.

は
、..こ
，
の

神

の
_
プ
般'
に
賜
わ
.
る
悤
通
は
、
こ
れ
を

-の
ン
福
利
を
齊
す
る

^
の
た
ら
じ
_む
：
べ.き
も
.の
.で
；は
な
ぐ
、
波
等
の

W
.
:
土
.に
よ
..つて
'代
.表
せ
ら
れ
を
す
べ
'て
の
人
玛
の
.共
同
の
幸
福
の
1'

.
'
.
た

め

に

使

わ

れ

凑

べ

き

^

の
で
あ
る
と
す
'る
の
社
、
決
し
て
故
な(

r

き
と
4

で
ば
あ
る
走
い
。
；
.そ
れ
故
に
そ
ぅ.
い
'
ケ
餘
剩
.
の
穀
物
.
は
>

::

ろ
し
く
こ
.
.れを
八
ム
共
.の
倉
庫
に
：收
納
し
、
'こ
こ
よ
り
.

％

共
の
利
益

;'
に
最
も
適
す
.る
.よ
^
に
ま
分
.す
ベ
き
も
の
で
.あ
ろ
：ぅ」

,0
、
。へ-テ「J

.dr
:
J
?
%

」

A
内
^
似
^
:^( 

ニ
.
.

1

.
:

1—

I
'
l
Jl
v
. 

.sir〈 .William 

Petty, 

p
-o
l
&
c
a
L 
番
 tametick London,

.16
9
0
;
『

ぼ.Economic

b
y
o
h
.营

.-
10O
9
S
' 

_

ぞ1:I, 

•ル
.

7
4
)
1

.:(

必
,
は
節
界〕

.
_

.

.
.:
;
.ベ.
テ
'V

,

は
谦
た
#

に
7

ず
ル
：ラ
.ン
ド
め
狀
態
を
述
べ
；て
次
の
_
.

■'̂

べ
舊
つ
：て
^
る
0
.郎

ち

、
：
；ア

ィ

ル

ラ

，
ン

.ド
で
.
.へ
そ
0「

パ
ン 

.，

「

，■に
似
た
る
根
4
馬

鈴

..
»
の
：_
入
以
來
、
大
衆
办
ボ
：矹_
準
が
非
^

..' U

做
く
取
つ
.

H
、

，1

R11

時
間
も
働
け
ば
習
惯
上
：必
襄
な
欲
邕
を 

ゾ' .滿
た
す
こ
と
が
で
孝
る
o
:
.
從
，っ.

v

 K

ィ

ル

デ

ン

，ド
^
に

刺

^

を

與'

へ
'
.え
.：：て
怠
惰
癸
.束
♦
じ
#
る
に
：味
、
課
ぃ
課
税
制
度
が
必
蜱
で
あ
一

.
^
.
o
'
l
M
c
h
u
I
z
e
-
G

PJ
t
v
o
r
a
i
t
z

al
'
.
. 

w
' 

Y'

,

f 

o
. 

s. 2 0
1

揭
課
、三
s)

、

,

,

. 

' 

.

:

.

，

四
九

：

(
U

 
九o

 

'



英
！
此̂

代

狀

钤

の

ル

成

と

货

饭

州

说

7r
o

(

，Jr
:
〇〕 

.

,

.
か
\
る
ベ
テ
ィ
ー
の
所
論
に
符
節
を
合
し
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
る
と
い
ぅ

0 

B

娜
«
ノ
こ
の
站
ニ
の
观
淪
的
傾4

：

の 

'

か
狀
，況
を
つ
ぶ
む
祀
觀
-料
):
た
サ
ー•

ウ
ィ
リ
ヤ
ム
.
テ

ン

プ

ル
-

政
策
的
意
義
に
關
し
て
は
、
我
々
の
旣
に
明
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
'

の
如
き
も
、
こ
が
地
に
一
般
的
な
勤
勉
を
强
い
，る

た

め

虫

沽

资

料
あ

る

O

こ
の
種
れ
理
論
が
當
時
前
述
の
站
ー
の
刑
論
_的
傾
尚
を
常 

.

.

:

■/に_
す
：
る

課

税

を

生

張

.し
、
；.

「

肥

沃

為

國

に

エ

，業

が

興

ら

..な

い

の

：
：̂

_倒
^

^

た̂
ぱ
 ̂

ノ 

へ

V

は
，
坐
活
資
料
：が
赞
".
<
で
^
働
溃
が
篇

■を
瘀
え
、
；ネ
の
翁
果
努
：
'
.
, .

:然
^
じ
^:
勢
カ
を
保
ち
、
_
の
塑

--
:
 ̂

_ 

.

,

.働
の
_價
格

を

高

：め
：ぅ

1る
か
岛
爷
あ
"る
"0
:

(

1
感

碎

ぼ

謹
|
,
:
.
.:

て
^
^ ̂

.

纏

W

と
S

”

.ま

た

:

.

.

.

.'V

ィ
ッ
；ト
Q
in
f

，
；.：つ
.自
發
明
心
を
啓
發
し
勤
勉
ざ
儉
約
^を

.； 

於

i

w

!

2

-
.>
.
'
'
.
v . 

,  

. .  

ノ 

. 

:ゾ
\獎
勵
.す
.る
泠
め
.に
：.は
肅
税
を
課
す
.ぺ
含
：：で
.あ
る
^
由
張
レ 

さ
て
.我
'々
は
最
後
に
第
三
ねi.

論

的

：
傾

向

、

卽

ち

、
.
，
穀

物

の

安 

.

な
救
赞
法
4
政
府
.の
«
銀
.引
.下
げ
：と
そ
提
唱
^
た
。(
—

|
^
|':
_
:ノ
値
叛
.の
'を
：̂

ど
考
え
、
：じ
か
.も
賃
銀
は
商
く
な
け
れ
ば
な
_ぢ
な

.-'

.

.

.
:

、
.
ぐ 

:

.
§:
1

呼91
'

に

£
|
1
.
,
か

^1
§1
?
?
0
,
;

が
^
咖
ほ
：奴

土

セ

 

.
^
と
す
：
：る

見

解

に

論

及

せ

：
ね

げ

な

ら

年

い

。
.
こ

(0
;

现
'論
.的
.傾
向
，
.
.
.
. 

す
.る
軍
视
变
持
論
は
、
-'
.
:
.
明
ら
か
叱
第
'
1
.
の
观
論
的
«
|-
1

1

.に

.伞

ギ

.：

.'.は
-̂

何
上
り
も

各̂
春
革
命
ス
を
契
機
と
ナ
る
產
業
資
本
の
勝
利
' 

.

.

食
料
品
に
對
す
：る
課
税
灰
對
論
：と
ば
_鮮
立
し
ヤ
い
：令

_
.
.
そ
し
^
ホ

：

と
、.：
.そ

の

た

め

の

：
一
丨
國
內
市
場

_
1
.办
鑛
大
と
に
關
翻
す
る
。
：
.
-

.
:丨
ト
.ン
の
所
說
と
.全
く
そ
め
^
地
を

-
に

じ

で

い

：
る
0.
で
炎
_
 

;

,
.そ
も
^

、̂
.農
岚
如
ら
の
.土
地
.收
.奪
に
ょ
つ
て
、
：_小
農
庑
を
賃
' 

•
.

1
..-
.
.
尙

彼

等

.
に

つ

^
て

上.實

し

て

鬼.ら

科

る.と
.こ
：
ろ

は

、

(

德

件

品

が

安

，
.
：

::
:
-
-
鈒

勞

働

背

に

：
轉

牝

せ

.
し

奴

、

.，
彼

等

の

也

沾

資

料

及

.び
坐

産

手

：段

M
,

:.
;, 
‘
'愤
允
と
き
试
贊
銀
^
高
く
ノ
食
料
柏
が
高
惯
な
ど
き
ば
貧
銀
が
^
ン
袭
本
の
物
的
要
素
に
轉
北
せ
む
め
る
行
程
は
ク
同
時
に
ま
た
資
本;

.

: 

\
.
:
.5.

と
す
-
.る-點
で
あ
る
が
、

V  
'こ
机
は
今
印
.の
.經
濟
擧
‘の
常
識
に
汊
し
..；V
，.，の
.た
め
に
，

「

國
內
市
場
Li
，
を
形
成
す
る
行
程
に
故
.か
な
ら
な
い
-.
0 

:-
-
.
.
.
.

て
'い
る
ょ
ぅ
に
^
え
見
え
^
0
_け
れ
ど
％
後

(0
;
'-
'

「

坐
存
费
說」

の
.
v
;
.

(
_

^
§
を

^)

資
本
.主
義
は
イ
ギ
リ
X
ぬ

お

い

て

も

免

ず

こ

.
の 

.
,;
.吧
逍
敦
リ
ヵ
ア
ド
も
、
ベ
テ
4
の
所
論
に
つ
^
て
、
彼
.ぺ
：テ
ィ
ー
.
，

ょ
.ぅ
.に
し
て
.發
展
し
ゝ
た
の
，
で

あ

る

が

、

_か
く
し
て
十
八
他
紀
の
.初
'

%■

の
生
時
に
抹
や
は
り
間
遠
.い
の
な
い
_
實
で
あ
つ
た
4
述
べ
て
い
頭
に
至
る
と
、
從
來
資
本
主
_
の
發
連
の
幼
少
期
に
お
い
て
は
、

‘

.

:

/ 

,

:

:

-

-

;

-

…

.
，

：
.
-

: 

.

.

.
 

、

‘

1

' 

' 

I

そ
の
‘
«

^ -

と
七
つ
て
い
た
と
こ
ろ
の「

外
國
市
場」

ぬ
對
し
て
、

■

-

^

.
6̂

° |
-)「

國
内
市
場』

の
_

持
.

と
勝
大
と
が
漸
く
3 (
-
婪
釔
關 

'

心
#

と
な
.

つ
.

て
來
た
o

.

し
か
：も
こ

の
時
代
■

に
.

お
け
る
'「

國
內
市
場」

.ノ 

，

の
形
成
は
、
：
產
業
葙
命
を
契
機
と
す
る
大
工
業
時
代
に
光
行
す
る
.
_
. 

'
.
段
階
.
，と

し

て

、

未

だ

银

產

手

段

市

場

の

‘

形

成

ょ

り

も

む

し

ろ

寒

；
：

「 

:

資

料

7|
1
場

の

形

成

に
.

そ
.

の
茁
點
を
も
つ
.

て
.

い
.

た
？
從
つ
.

て

「

我

1
 

.

.

_自
體
の
.
液
费
、

.

：卽
^

我
國
肖
身
の
人
與
の
膦
貿
が
、
我
國
の
生
辱
ノ 

.

.物
及
び
製
选
品
の
.

最
岚
且
煅
大
め
市
場
だ
と
い
；ぅ
こ
.

4

5
な
：る
i
o
_
,

■

ベ
大
塚
久
雄
氏「

近
代
化
の
歷
先
的
起
^f  
一
/\
六
：良(

「

十
％
1|
;
.
,紀
c.
ip,

ナ

る
.-

'.
'

.

1ィ
ギ
リ
ス
©

l̂
w

ll
j

i

j

c

h

n

 

s
m
l
n
r
^
^
n

 

._

.̂
e

^
i

a
j

e
;

o
r

:

 

M
e

m
o

i
r

s

 

o
f

 

务

0兵
|

,

:

1
7
4
7
,
<!
0
1
 

r
s

h
a

p
.

 

B
r
-ノ

 

. 

r
t

i
s

n

 

M
e

r
c

n
a

n
t

M
71

s
,

o

f .
"
t
h
e

 .
T
r
a
d
e
,

 o
f

 

E
n

g
l

a
n

d
i

p

a Qe
n

e
r

a
r

,

 

)

 

:■

.
力
く
し
て
-.
^
濟
的
邏
展
の
結
果
、'
.

「

賃
銀
.は
高
く
款
げ
'れ
ば
.な
玟
_
:

'
な
い
.

J.

.と
す
る
第
三
现
論
的
傾
向
が
生
き
れ
出
る.こ
と
を
^
然
且■

:

.\
必
要
.
な
6
し
め
ら
れ
る
.

の
：ゼ
あ
る
？
し
れ
も
、
ヒ
-
の
：■

論

的

傾

向

■

.

'
は
、.
.

從
來
の
、「

外
國
沛
場
J

m

視
論
f e

執
着
す
^ .

ト
ー
リ
ー
.

的

な
'
'

.
.
.
r

マ‘.—

ケ
イ
タ
1」

，

. ?
p
 

M
e

r
c

a
t

o
r

)
.

派
マ
：—

：'カ
ン
；チ
'

リ
'

ズ
へ
ム
バ■

H

對
立
す
.るホ

. ：

■
<

ッ
グ
的
な「

ブ
ゎ
デ
夂
，ッ
グ
ぐ
ユ
_
' 

•
.

マ
' 

—

デ
ャ
C
.

.

ト 

J

 

(
t

h
e

:

 

B
r

i
t

i
s

h

 

M
e

r
e

h
a

^

派

.
マ

ー

力

ン

チ

 

A
 

ズ
；
ム
：
の
；

.
P

國
..

..內
市
場」

_重
戚
論
^

湘
通
求
.る
^
の
.で
：あ
つ
で
、■■
.■'そ
.れ
は
、
：
十
八
■

.

.セ
^
初
11
'
の
>/
.ギ
，;y
ス

•
-̂
丨
力
.ン
チ
ッ
X
;ム
'の
.
'
|
时
を
示
.す
^
へ
_:

■ 

:'.
:
.英
2
袭

紮

の
/(
-
:

成

备

錤

ぎ

論

'
:
.
ノ

_

_

_

麵

|

‘..
時
^

「

勞
働
力
の
た
め
の
爾
內
市.場」

，を
形
成
す
.る
も
の
，：で
あ
る 

.
' ̂
 

:十

-/
\
世
紀
中
葉
に
至
る
と
、
歡
 

_
.
;
:
.

に
此
較
.し
_て
、
\勞
働
者
に
_と
り
一
時
的
繁
榮
峙
化
が
訪
れ
る
に
，至.

.
つ
た
と
い
ぅ
こ
^

- 1
、
ア
I
サ
、1
•
ヤ
ン
へ
グ
の
指
摘
も
あ
るこ
と 

.

な
^

ら
、Y
^

I

l

^

H

o

y

n

^

^

^

c

-

J

r

a

r

e

s
 

o
n

‘
■ th

e

 

I
n
d
u
s
t
r
i
a
l

 
\

 R
e
v
o
l
u
t
i
o
n

 

b

f t
h
e

 

E
i
g
h
t
e
e
n
t
h
6
e
n
t
u
r
y

 

i
h

 

E
n
g
l
-

ン

觀

)

.
こ
i

i

存
在
し
て 

:

い
た
事
態
と
し
て
考
慮
に>
<

れ
て̂

か
_
る
べ
&-

で
あ
ろ
ぅ
。
か
、

.. 

ノ (

る
■

態
と
'

そ
'
は
反
.面
十
八
ii
i
：
紀
前
华
期
に
：お
：
V

る
赘
本
の「

怨
嗟」 

.へ

■
'

じ
、
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^
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發
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叫
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リ
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ン
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o
彼
が
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の
熒
作
中
で
、「

穷
働
漭
の
貨
銀
が
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そ
'力> 

_

し
ズ
の
低
い
地
位
と
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分
に
相
應
し
；で
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の
.爹
く
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が
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し
て
赝
-
持
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な
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つ
て
、
他
の
貨
物
に
'つ
^
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賃
銀
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る
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說
く
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こ
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を
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滞
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满
澤
で
，
 

ぁ
れ
ば
、
そ
れ
に
ょ
つ
C
一
 
般
人
极
_は
、.ぁ
ら
，ゅ
る
貨
物
_に
對
.し
_て
. 

そ
れ
；だ
け
ョ
リ
火
な
る
消
^
^
‘な
り
.ぅ
‘る
し
，、ぺ
ま
.た
：な
:̂

ざ
る
. 

を
え
な
；

S

か
ら
で
ぁ
る
。…

」
( 【

|
^
^

)

彼
は
ま
た
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。
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.
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摄
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；
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。
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、
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.
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：

■
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榻
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仁
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；
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憎
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.
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澉
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.る
び
人
間
と
い
ぅ
も
.
'の
は
，
い
く
ら
澤
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；
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熒
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れ
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.
の
紹
果
た
る
に■
す
.
ぎ
.な
い
ろ
>

■
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